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実験計画書 
２０１３年０６月２０日 

和歌山大学 宇宙教育研究所 

 

 

実験計画 

 

内  容 

目 的 
モノづくりを通した人材育成のために、製作したロケット

の打上実験・性能評価を行なう。 
 

実 施 日 
08/07(水) 

予備日：08/18(日) 
資料１ 

実 施 場 所 コスモパーク加太 資料２ 

現 地 体 制 関係各所と電話等による連絡体制を敷く。 資料３ 

安 全 対 策 各ハザードに対して安全対策を敷く。 資料４ 

実 験 諸 元 

Ａ型モデルロケットの打上実験、1 日に 20回、計 20機 

ハイブリッドロケットの打上実験、1 日に 1回、計 1機 

H型モデルロケットＡの打上実験、1日に 2回、計 2機 

H型モデルロケットＢの打上実験、1日に 1回、計 1機 

資料５ 

備 考 一般見学可。  
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資料１． 実験日程 

 

日付 時刻 内容 

08/07(水) 8:00 ～13:00 

 

13:00 

14:00 

15:00 

16:00 

17:00 

～18:00 

加太到着、実験準備 

 

ロケット打上実験予定時刻 

ロケット打上実験予定時刻 

ロケット打上実験予定時刻 

ロケット打上実験予定時刻 

ロケット打上実験予定時刻 

撤収作業、和歌山大学へ移動 

※実験終了後即時、機体回収と撤収作業に移行し、遅くとも 18:00 までにはコスモパー

ク加太より退場する。 

※予備日 08/18(日)についても同じ。 

※打上枠は航空管制との連携が必要なハイブリッドロケットと H 型モデルロケットであ

り、A型モデルロケットについて随時打上実験を行う。 

 

見学者について。 

・一般見学可とする。11:00見学者受付開始（予定）。 

見学希望者については、射場での注意点を説明し、保険に加入して頂く。 

 打上準備作業や天候によって、実際の見学可能時間・打ち上げ時刻は前後することが

ある。 
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資料２． 敷地利用配置 

射点   ：ハイブリッドロケット打上＆缶サット放出実験 

モデルロケット射点 ：A型、H型モデルロケット打上実験 
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資料３． 連絡体制 

  

 

※関西空港とは打上げ枠前３０分及び打上後に連絡する。 
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資料４． 安全管理 

 

※実験場所、本部に消火器を配置する。  
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資料５－１． Ａ型紙モデルロケット 

 

 Ａ型モデルロケット 仕様 

名 称 A型モデルロケット 

寸 法 全長約 311mm、直径約 24.8mm 

ロケット重量 約 400g 

モ ー タ ー A型モーター（A8-3） 

到達予定高度 最大 160m 

回 収 方 法 パラシュート 

落 下 速 度 

落下予定範囲 

約 15m/s、半径 70ｍの円内 

搭 載 物 回収用パラシュート 

ロケット外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機体赤色など。素材は紙やプラスティック。 

打 上 機 数 最大２０機 

備 考 
法的にはロケット花火と同様の扱いで良く、 

上空許可申請や火薬申請は不要。 

高校生が作成したロケットを使用する。 
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資料５－２． ハイブリッドロケット（Ｊ型、企業） 

 

 Ｊ型ハイブリッドロケット 仕様 

名 称 β-1T ロケット（J型） 

寸 法 全長 1800mm、直径 150mm 

重 量 7kg 

エ ン ジ ン Hyper TEK 社製  J270 

到達予想高度 約 350m 

回 収 方 法 パラシュート 

落 下 速 度 

落下予定範囲 
約 15m/s、半径 100ｍ以内 

搭 載 物 

回収用パラシュート 

模擬衛星 

ビデオカメラ 

ロケット概要 

 
 

機体は黒色 

備 考 

大阪桐蔭高校の学生が製作した缶サット（ジュース缶サイズの模擬人工衛星）をロ

ケットに搭載し、上空で放出・落下させる実験を行なう。※大阪桐蔭ロケット研究部

（約 15名）+マイコンを教材とした選択授業を受講している生徒（約 35名） 。創機シ

ステムズ社から週に２回授業を実施している。 
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資料５－３． Ｈ型モデルロケットＡ 

 

 Ｈ型モデルロケット 仕様 

名 称 Minie-Magg（LOC/Precision 社） 

寸 法 全長約 939．8mm、直径 140.7 mm 

重 量 約 1.502k g 

モ ー タ ー H型モーター（H123W-M） 

到達予定高度 約 289 m  

回 収 方 法 パラシュート 

落 下 速 度 

落下予定範囲 

約 15m/s、半径 70ｍの円内 

搭 載 物 回収用パラシュート、回収用ブザー 

ロケット外観 

 
機体は白色 

打 上 機 数 ２機、計２回の打上げ実験を行なう。 

備 考 モデルロケットライセンス２級取得のための実験 

 



9 

 

資料５－４． Ｈ型モデルロケットＢ 

 

 Ｈ型モデルロケット 仕様 

名 称 Ｈ型火薬モデルロケット（株式会社創機システムズ社製作） 

寸 法 全長約 1500mm、直径 150mm 

重 量 約 3.0kg 

モ ー タ ー H型モータ（H220T-S） 

到達予定高度 約 160m 

回 収 方 法 パラシュート 

落 下 速 度 

落下予定範囲 

約 15m/s、半径 70ｍの円内 

搭 載 物 回収用パラシュート、回収用ブザー 

ロケット外観 

 
機体は黒色 

備 考 
2012年度に株式会社創機システムズ社と和歌山大学で共同開発した機体を

改良した。和歌山県立向陽高校の缶サットを搭載する。 

打 上 機 数 １機を１回打ち上げる。 

 

 


